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第第第第３３３３章章章章－－－－９９９９．．．．マルチサイトマルチサイトマルチサイトマルチサイトのののの考考考考ええええ方方方方 

 

  AAAAＴＴＴＴoMsQubeoMsQubeoMsQubeoMsQubeではマルチサイト（複数工場設定）が可能となっています。 

 マルチサイトの考え方を以下に記載します。 

 

●AAAAＴＴＴＴoMsQubeoMsQubeoMsQubeoMsQubeのマルチサイトとは 

    導入会社が複数工場を有し、複数工場を跨いだ管理が必要な場合をマルチサイトと呼びます。 

●マルチサイトでできること 

    ①部品構成は全社で一元管理できます。 

②親工場と子工場の連携がはかられます。 

③集中購買が可能です。 

④在庫管理は工場毎に可能です。 

 

        注注注注））））マルチサイトマルチサイトマルチサイトマルチサイトはははは導入時導入時導入時導入時にににに設定設定設定設定がががが行行行行なわれまなわれまなわれまなわれますすすす。。。。 

導入後導入後導入後導入後ににににマルチサイトマルチサイトマルチサイトマルチサイトにににに変更変更変更変更するするするする場合場合場合場合はははは、、、、システムシステムシステムシステム管理会社問管理会社問管理会社問管理会社問いいいい合合合合わせわせわせわせ窓口窓口窓口窓口までまでまでまで    

ごごごご相談相談相談相談くださいくださいくださいください。。。。    

 

  マルチサイト概念図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①部品構成の一元管理、④在庫管理について 

    品目基本情報：全社統一デ－タとして主管工場を設定して、一元管理となります。 

    品目手配共通：全社統一デ－タとして一元管理となります。 

    品目手配情報：工場毎の内容を設定出来ます。 

            ※在庫情報は工場毎の設定が可能です。 

    品目工順情報：当品目を製造する工場の手順を設定します。 

注）同一品目を複数工場で製造する事を設定する事は出来ません。 

              その場合は、品目番号を分けて設定する事が必要です。 

    品目仕入基準：工場毎の仕入先内容を設定出来ます。 

    品目工数情報：当品目を製造する工場の手順単位の工数を設定します。 

            注）品目工順情報と同様に一つの工場の内容となります。 
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②親工場と子工場の連携について 

    製品と中間 ASSY 品がそれぞれ違う工場で製造されている場合は、以下の２パタ－ンで 

実現する事が出来ます。 

    ａ）工場毎に部品表を作成した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

      A工場MRP実行した後に、Ｂの所要量をB工場MRP時実行時に引き継ぐ処理が必要となります。 

       ※マニュアルによるＡ工場でのＢの発注、Ｂ工場でのＢ‘の受注登録を行ないます。 

        その為、Ａ工場でのＢは購買品(PM：Ｐ)、Ｂ工場のＢ‘は製造品(PM：M)となります。 

       ※同一部品を表す品目番号はＢとＢ‘の様に分ける必要があります。 

 

    ｂ）一つの部品表で作成した場合 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 回の MRP で全ての所要量を計算する事になります。 

 

※どちらの部品表でも a、b が購買品の場合、A 工場と B 工場の仕入先が違うことも可能です。 
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③集中購買について 

   複数の工場で使用する部品を集中購買品として設定する事が出来ます。 

   その場合の部品表設定イメ－ジを以下に記載します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※集中購買品については、品目手配マスタに集中購買品フラグを設定します。 

       ※集中購買品用の工場（事業所）、搬入場所、保管場所の設定が必要となります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  その他各サブシステム機能について 

    各サブシステム機能は工場を指定した工場別運用が可能な機能と工場指定が不可な機能が 

   あります。 

工場別に指定が可能な機能には、右上に工場を指定出来るリストが表示されています。 

                                

    このリストのデフォルト工場はログインしているユ－ザの所属工場が表示されています。 

    また、この工場リストは抽出条件にもなっていますので、対象デ－タが表示されない場合は 

    対象デ－タの品番基本情報の主管工場がどの様になっているか確認が必要です。 
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